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下音更小学校 学校便り             共に           育てる    令和８年６月１９日（金） 

＜合言葉＞ 

☆「居場所と出番のある笑顔あふれる学校」 ☆                                               №３                                               

 

校長 長谷川  充 

一週間前の天気予報では雨の予報だった６月４日も、当日は、子どもたちの願いが叶い通常どおり開催することがで

きました。「頑張るぞー！」「おー！」のかけ声も高らかに子どもたちが入場、そして開会式が始まりました。はつらつ

テキパキとした赤組団長、白組団長による優勝旗準優勝トロフィーの返還、児童会長さんの保護者聴衆の心を打つ挨拶、

１年生４名による張りのある元気いっぱいの選手宣誓には、見ている誰もが感動を覚えたのではないでしょうか。その

後、赤組白組の応援合戦では、双方の応援団長の力強いかけ声に赤組白組共に練習以上の声が響き渡り、競技前の子ど

もたちの気持ちをさらに高ぶらせました。 

 プログラムが始まってからは、どの学年も全て精一杯の競技・演技で、いつも以上の大きな動きでいつも以上の力を

発揮していました。１・２年生は笑顔いっぱいのリズム「ダンスホール」、３・４年生は総練習以上に張り切って踊った

「下音小ソーラン」、そして５・６年生は下音更小伝統のランニング綱引きなどに見られるように、子どもたちは今年

度のテーマ「一致団結でイイじゃん、全力でイイじゃん ～オリンピックよりも熱くなれ～」の通り、どの種目も熱く、

元気いっぱい取り組んでいました。４年生以上の子どもたちは、運動会実行委員としての活躍もありました。開閉会式

での司会、挨拶、用具係や審判、そして競技実況など、競技以外でも自分たちの運動会は自分たちで作り上げるという

姿もまた大変立派でした。 

保護者の皆様におかれましては、平日開催ではありましたが、ご都合をつけてたくさんの方々に足を運んでいただき、 

子どもたちに大きな声援と拍手を送っていただきましたこと、心より感謝を申し上げます。今後、子どもたちが今回の

運動会で培った力をさらに大きく花開かせられるよう、子どもたちの頑張りをサポートしてまいります。 

 

 

精一杯やり遂げた運動会  ～ 赤組の優勝、白組の準優勝 ～ 

【１年生 選手宣誓】 

【４年 下音ハリケーン】 

【全校 ラジオ体操】 

【６年 Tsum Tsumレース】 【５年 “タイヤ奪い”  】 【１・２年 「ダンスホール」】 

【全校 応援合戦】 【３年 ナイスキャッチ】 

・笑顔であいさつ！ 
・まわりのひとを大事に！ 
・やればできる！ 

【１年 サンバ玉入れ 】 【２年 赤白巨大大玉転がし】 【５・６年 ランニング綱引き】 【３・４年 下音ソーラン２０２６】 
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＝７月の行事予定＝ 
 

１日（水）開校記念日           

２日（木）農園活動予備日（２年） 

       明治乳業見学（３年）           

３日（金）水泳（６年）農園活動（１年・３年）予備日 

放課後子ども教室 

定例職員会議 

６日（月）水泳（１・２年）               

7日（火）よつ葉乳業見学（３年） 

８日（水）朝読ＢＢ ＮＰＯ授業（４年）      

９日（木）修学旅行１日目（６年）ＳＣ来校日 

水泳（５年） 

１０日（金）修学旅行２日目、自然体験学習（４年） 

１３日（月）水泳（１・２年）、書写指導（３年） 

      ＮＰＯ授業（６年） 

１４日（火）参観日（４・５年）４学年レク   

１５日（水）参観日（１・３年）、１学年レク 

      水泳（５・６年）ＮＰＯ授業（４・５年） 

１６日（木）参観日（２・６年）、２学年レク 

      水泳（３年） 

１７日（金）ＪＩＣＡ交流学習（５年）、 

ＮＰＯ授業（３年） 

２１日（火）情報モラル教育習慣 

２２日（水）児童会③ 水泳（３・４・５・６年） 

２３日（木）ワクワクＢＢ 

２４日（金）１学期終業式 大掃除 ６年学年キャンプ 

２７日（日）下音小夏祭り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日の実行委員会において、「下音更小学校夏祭り」

の概要が以下の通り決まりました。一昨年度新設され

たPTA夏祭り部がゲームコーナーを担当し、実行委

員の方々でフードコーナーを担当することになりま

す。後日詳しい内容が決まりましたら、案内を配布い

たします。 

開催日時 ７月２６日（日）1０:00～1２:00 

場  所 小学校 体育館と各教室 

児童玄関 

内  容 ○コーナー 

（予定） ・やきとり ・フランクフルト 

     ・ポップコーン ・かき氷          

     ・射的 ・くじびき ・かたぬき 

・ストラックアウト ・わなげ 

     ○お楽しみ抽選会 

下音更小夏祭り 

夏季休業期間 
７月２５日（土）～８月２４日（月）３１日間 
※学校閉庁日 ８月１０日、１２日、１３日、１４日、１７日 

「栄光の足跡」コーナー 
昨年度に引き続き、子どもたちのスポーツや文化面で

子どもたちの活躍を紹介するコーナーを設置しました。

学校の内外で優秀な成績を収めた子がいましたら、賞状

やトロフィー、メダル、記録証、検定の合格証等持って

来ましたら、校長室まで報告 

に来てほしいと思います。 

今年度も今のところのべ 

５名の子どもたちが、努 

力の成果を報告に来てく 

れています。 

“あいさつ”の輪を学校から家庭、地域へ  

      学校と家庭との両輪で“あいさつ”の輪を広げましょう 
先日の運動会では、子どもたちのはじける笑顔や、ひたむきに競技へ打ち込むはつらつとした姿が、多くの感動を呼

んだことと思います。温かいご声援をいただき、心より感謝申し上げます。 
さて、本日は皆さまと共に「挨拶の習慣」について考えてみたいと思います。私は４月の始業式で、子どもたちに「笑

顔であいさつ」の大切さを話しました。笑顔は人を引きつける力を持っています。「挨拶は人のためではなく、巡り巡
って自分のためになる。笑顔の挨拶を続けていれば、自分が困った時に必ず周りの人が助けてくれるよ」というメッセ
ージを伝えました。 
運動会で見せてくれたあの素晴らしいエネルギーが、日常の生活にも溢れてほしいと願っていますが、最近の朝の

様子を見ると、少し寂しさを感じています。校門で私が「おはようございます」と声をかけても、返答がなかったり、
うつむいて小さな声だったりする姿が散見されます。また、地域の方からも「子どもたちに挨拶をしても、なかなか返
ってこないんだよな」という、寂しそうな嘆きの声を耳にすることがありました。 
挨拶は、人と人、心と心をつなぐ最も身近な魔法の言葉です。しかし、その習慣化は学校だけの指導で定着するもの

ではありません。子どもたちにとっての最初の社会であり、最も安心できる場所である「家庭」と、日中の大半を過ご
す「学校」が、両輪となって進めていくことが不可欠です。 
家庭教育の範囲内のことで大変恐縮に思いますが、まずは大人が手本となり、家庭内では、「おはよう」「行ってきま

す」の心地よい声掛けを交わすことから始めてみませんか。家庭で育まれた挨拶の心地よさは、必ず学校へ、そして地
域へ、よりよい人間関係づくりへと広がっていきます。 
子どもたちの未来を、周りの人々に愛され、支えられる豊かなものにするために。今一度、学校と家庭が手を取り合

い、笑顔で挨拶が響き合う環境を共に作っていきましょう。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 


